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市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
不
要
な
照
明
の
消

灯
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
な
ど
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
冬
季
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す

る
た
め
、
１２
月
１
日

か
ら
来
年
３
月
３１
日

ま
で
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
市
役
所
内
の
暖
房
温
度

設
定
を
１９
度
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す

の
で
、
来
庁
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
も
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
省
エ
ネ

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行

動
＝
▼
暖
房
温
度
を
一
度
低
く
、
冷

房
温
度
を
一
度
高
く
設
定
す
る
▼
電

気
製
品
の
主
電
源
を
切
り
、
長
期
間

使
用
し
な
い
と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
▼
テ
レ
ビ
の
使
用
を
一
日
一
時

間
減
ら
す
▼
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
保

温
時
間
を
短
く
す
る
▼
シ
ャ
ワ
ー
の

時
間
を
一
日
一
分
減
ら
す
▼
風
呂
の

残
り
湯
を
洗
濯
に
使
う
▼
家
族
が
同

じ
部
屋
で
団
ら
ん
し
、
照
明
や
冷
暖

房
の
使
用
を
減
ら
す
▼
買
い
物
袋
を

持
ち
歩
き
、
省
包
装

の
商
品
を
選
ぶ
▼
車

の
停
車
中
は
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を

す
る
▼
外
出
時
の
車

の
使
用
を
控
え
、
徒
歩
や
自
転
車
・

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

問
合
せ
先
＝
環
境
課
（
�
６４
・
１

３
６
６
）

ペットボトル 

埋 立 ご み  

粗 大 ご み  

紙 パ ッ ク  

ト レ イ  

空 き ビ ン  

60,594人 

乾 電 池  

燃やすごみ 

空 き カ ン  

61,094人 

▲4.4

▲16.7

小 計  

▲10.5

▲1.6

▲27.9
持 込 ご み  

2,614t
剪 定 枝  

2,383t 9.7

147t

19t

8t

6t

15,017t

4,851t

480t

478t

13,121t

126t

287t

632t

8t

611t

470t

471t

122t

103t

14,784t

207t

4,636t

17t

5t

12,977t

1 8 年 度  

±0

▲0.6
再生資源集団回収量 

22,538t 22,392t総 排 出 量  

0.8
▲1.1

前年度比（％） 1 7 年 度  

▲17.0

▲18.3

▲1.7

▲3.3

▲1.9

人口（10月1日） 

事業系  
ご　み  

家

庭

系

ご

み

 

表1／ごみの排出量 

1人あたり／日 
1人あたり／年 

排 出 量  
家庭ごみ／年  

251.6kg

1 7 年 度  

15,017t

679.0g 663.0g

247.8kg

14,782t

1 8 年 度  

表2／家庭系ごみの1人あたりの排出量 

処理に要した費用（千円） 

収集に要した費用（千円） 

 

総費用（千円） 

389,163

1 7 年 度  

693,326

304,163 336,348

386,391

722,739

1 8 年 度  

市民 1人あたりの  
収集・処理費用（円） 

ごみ1tあたりの処理費用（円） 

ごみ1tあたりの収集費用（円） 

15,091

19,309

11,442 
 
11,830 

（＋3.4％） 

16,960

19,483

表3／ごみの収集・処理にかかった費用 

※処理費用には、集団回収事業、家庭生ごみ自家処理容器 
　などの補助金を含む。 

18年度 

年　度 

17年度 

6.1

7.9

生ごみ  紙・布  

53.3

57.2 3.9

不燃物  

6.0

計 

100.0

100.0

7.1

草 木  

9.1

ビニール 

25.7

23.7

表4／燃やすごみの組成割合  （単位：％） 

ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
消
費
抑
制
に
ご
協
力
を 

18年度統計 

対前年度比 
0.6％減 

ご
み
総
排
出
量
が
減
少

ご
み
総
排
出
量
が
減
少 

ご
み
総
排
出
量
が
減
少 み

の
中
で
は
、
紙
・
布
や
ビ

ニ
ー
ル
類
の
割
合
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
市
は
、
こ
れ
ら

の
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

特
に
、
日
ご
ろ
、
ぞ
う
き

ん
を
あ
ま
り
使
わ
ず
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
を
頻
繁
に

使
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
定

着
し
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋

な
ど
ビ
ニ
ー
ル
系
素
材
の
ご

平
成
１８
年
度
の
ご
み
処
理

統
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

表
１
の
と
お
り
ご
み
総
排

出
量
は
、
２２
・
３
９
２
ト
ン

で
、
人
口
が
０
・
８
％
伸
び

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
対

前
年
度
比
で
０
・
６
％
の
減

少
と
な
り
、
全
て
の
品
目
で

減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
雑
誌
や
新
聞
紙
、

古
布
な
ど
を
地
域
の
市
民
団

体
な
ど
で
集
め
、
直
接
資
源

化
す
る
再
生
資
源
集
団
回
収

事
業
に
よ
る
取
扱
量
は
、

９
・
７
％
の
増
加
と
な
り
、

着
実
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。表

２
の
と
お
り
家
庭
系
ご

み
の
１
人
１
日
あ
た
り
の
排

出
量
は
、
前
年
度
に
比
べ
１６

ｇ
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
み

減
量
化
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
の
完
成
に
伴
う
処
理
工
程

の
変
更
や
車
両
の
買
い
替
え

な
ど
に
よ
り
、
市
民
１
人
あ

た
り
の
ご
み
処
理
費
用
は
増

加
し
ま
し
た
。

表
４
の
と
お
り
燃
や
す
ご

み
も
目
立
ち
ま
す
。
で
き
る

だ
け
ビ
ニ
ー
ル
製
品
の
使
用

を
控
え
、
ご
み
減
量
化
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
度
、
環
境
衛
生
セ
ン

タ
ー
甘
南
備
園
に
、
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
、
本

年
５
月
に
は
、
ご
み
の
３
Ｒ

を
目
指
す
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
京
田
辺
エ
コ
パ
ー
ク
か

ん
な
び
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内

の
プ
ラ
ザ
棟
で
、
不
要
品
の

再
使
用
や
ご
み
減
量
化
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
一
度
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課

（
�
６８
・
１
２
８
８
）

エコオフィス・ 
キャンペーン 

市
役
所
は

市
役
所
は
１９
度
に
設
定

度
に
設
定
 

家
庭
で
も
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
 

市
役
所
は
１９
度
に
設
定
 

秋の京田辺を満喫 秋の京田辺を満喫 
一休さんウォークで 一休さんウォークで 

市内の名所を巡り歩く「一休さんウォー
ク2007」が11月10日開かれ、昨年の倍とな
る約1,200人の参加者が秋晴れのもと、ウォー
キングを楽しみました。
今回は、市制10周年と重なる10回目の開催で
田辺中学校吹奏楽部の演奏に始まり、開会式、準備体
操の後、17・12・6キロの3コースに分かれ、「エイエイ　
オー」の掛け声で次々に出発しました。どのコースも通　
る一休寺では、色づき始めた紅葉を観賞している人やお　
寺を見学する人で溢れていました。
6キロコースに参加した石井市長は、大勢の参加者と一
緒に歩き（＝写真）、錦秋の京田辺を楽しんでいました。

秋の京田辺を満喫 
一休さんウォークで 

市長も 
参　加 ウォーキング楽しむ 
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平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
４０

歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
を
対

象
に
「
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

伸
び
続
け
る
医
療
費
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
２０

年
度
か
ら
医
療
保
険
者
に

は
、
４０
〜
７４
歳
の
加
入
者
に

対
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症

候
群
）
に
着
目
し
た
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
の
予
防
健

診
と
保
健
指
導
を
行
う
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

図
１
の
と
お
り
こ
れ
ま
で

４０
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

行
っ
て
い
た
基
本
健
康
診
査

は
、
平
成
２０
年
度
以
降
は
各

医
療
保
険
者
が
行
う
特
定
健

診
に
移
行
し
ま
す
。
市
の
国

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト
 

平成20年4月から 

新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
が
ス
タ
ー
ト
 

対
象
は
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
の
健
診
は
市
が
行
い
、

他
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
（
被
扶
養
者
を

含
む
）
の
健
診
は
各
医
療
保

険
者
（
健
康
保
険
組
合
や
共

済
組
合
な
ど
）が
行
い
ま
す
。

な
お
、
が
ん
検
診
な
ど
、
そ

の
他
の
検
診
事
業
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
市
が
行
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
内
臓
脂
肪
型

肥
満
に
加
え
、
高
血
糖
、
高

血
圧
、
脂
質
異
常
（
高
脂
血

症
）
と
い
う
危
険
因
子
を
２

つ
以
上
も
っ
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状
態
に
な

る
と
、
動
脈
硬
化
が
急
速
に

進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
の
循
環
器
疾
患
や
糖
尿
病

の
合
併
症
な
ど
の
発
病
に
つ

な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
健
診
に

は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
見
つ

け
る
た
め
の
腹
囲
測
定
や
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査

な
ど
の
検
査
項
目
が
加
わ

り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

国
民
年
金
保
険
料
は
、

納
付
し
た
全
額
が
所
得

税
・
市
府
民
税
な
ど
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
申
告
の
際
に

は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ

れ
た
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
１４
年
４
月

か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
書
は
国
（
社
会
保

険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
、

金
融
機
関
を
通
じ
て
国
へ

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
再
発
行

や
保
険
料
の
納
付
状
況
な

ど
は
、
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
か
京
都
南
社
会

保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
▼
控
除
証

明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

０
５
７
０
・
００
・
９
９
１

１
）
※
設
置
期
間
は
、
１１

月
１
日
�
か
ら
平

成
２０
年
３
月
１４
日

�
ま
で
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
１２
月
２９
日
�
〜
１

月
３
日
�
を
除
く
）
▼
京

都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・

２
５
４
７
）

申
請
書
配
布
期
間
＝
１２
月

１０
日
�
〜
平
成
２０
年
１
月
３１

日
�た

だ
し
、
年
末
年
始
（
１２

月
２９
日
�
〜
平
成
２０
年
１
月

６
日
�
）
と
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
。

配
布
時
間
＝
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

配
布
場
所
＝
▼
市
役
所
４

市は、平成19年度の一般事務の臨
時的任用職員登録者を追加募集して
います。
職員課に備え付け、または市ホー
ムページからダウンロードした申込
書に必要事項を書いて、持参してく
ださい。
採用は、一時的に業務量が増加す
る場合や職員に短期的な欠員（産休
など）が生じた場合などに、本市臨
時的任用職員登録者名簿登載者の中
から選考し、任用します。
受付場所＝市役所4階職員課
受付時間＝午前8時30分～正午、午
後1時～5時（ただし、土・日曜日と
祝日を除く）
問合せ先＝職員課（�64-1324）

20年3月まで 

40歳以上 40歳以上 

それぞれ加入する健康保険組合など 
が実施 

京田辺市国民健康保険が実施 

▼健診の実施主体が市から加入している医療保険者へ変わります 

▼メタボリックシンドローム予防のために腹囲測定などの 
　項目が加わります 

※会社などで 
健診を受診する 
機会のない人 

図1／これからの変更点 

市が実施 

 

保健指導対象者の選定・階層化 

リスク リスク リスク 

低 中 高 

＋ ＋ 

＋ 

情報提供 

動機付け支援 

積極的支援 

20年4月から 20年4月から 
①市国民健康保険に加入している人 

③20年4月から始まる後期高齢者医療 
制度に基づき①に準じて実施（予定） 

②市国民健康保険以外に加入している人 

4040～7474歳 40～74歳 

7575歳以上歳以上 75歳以上 

ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備
軍

を
早
く
見
つ
け
、
生
活
習
慣

病
に
移
行
し
な
い
た
め
の
保

健
指
導
を
行
い
ま
す
。
保
健

指
導
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
か
ら
脱
す
る
た

め
の
運
動
や
食
事
を
中
心
に

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

【
生
活
習
慣
病
と
は
？
】

遺
伝
的
な
体
質
に
加
え
、

偏
っ
た
食
生
活
や
食
べ
過

ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
喫
煙
、
睡

眠
不
足
や
不
規
則
な
生
活
リ

ズ
ム
、
過
剰
な
ス
ト
レ
ス
、

運
動
や
休
養
の
不
足
な
ど
の

好
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
を

長
年
続
け
る
こ
と
で
発
病
す

る
病
気
の
総
称
で
す
。

特
に
、「
糖
尿
病
」「
高
血

圧
」「
脂
質
異
常
症
（
高
脂

血
症
）」
は
、
合
併
す
る
こ

と
で
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

①
特
定
健
診
＝
受
診
の
お

知
ら
せ
に
基
づ
き
、
指
定
の

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
ま

す
（
基
本
的
な
健
診
＋
詳
細

な
健
診
〈
必
要
な
人
の
み
〉）

②
判
定
・
結
果
通
知
＝
生

活
習
慣
改
善
の
必
要
性
レ
ベ

ル
を
判
定
し
、
必
要
に
応
じ

た
指
導
を
行
い
ま
す

③
特
定
保
健
指
導
＝
図
２

の
と
お
り
保
健
指
導
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
検
査

値
改
善
の
た
め
に
目
標
を
設

定
し
て
指
導
を
受
け
ま
す

▼
改
善
の
必
要
性
が
低
い

人
…
結
果
か
ら
必
要
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
▼
改
善
の
必

要
性
が
中
程
度
の
人
…
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

リ
ス
ク
が
出
始
め
た
人
で

す
。指
導
を
１
回
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
ど
う
改
善
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
知
り
、
目
標

を
立
て
、
行
動
に
移
せ
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
▼
改
善
の

40歳以上 

基本的な健診（問診+基本的な健診） 

詳細な健診 

保健指導対象者の選定・階層化 保健指導対象者の選定・階層化 

要治療 リスクリスク リスク リスクリスク リスク リスクリスク リスク 

低 低 中中 中 高高 高 
受診勧奨 

特定健康診査（特定健診） 

特定保健指導 

＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ 

情報提供 情報提供 

動機付け支援 動機付け支援 

積極的支援 積極的支援 

階層に応じて、生活 
環境の改善に重点を 
置いた特定保健指導 
を行います。 

図2／特定健診・特定保健指導の仕組み 

20年4月から 

40～74歳 

75歳以上 

必
要
性
が
高
い
人
…
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
リ

ス
ク
が
重
な
り
始
め
た
人
で

す
。
３
〜
６
カ
月
指
導
を
行

い
ま
す
。
実
践
で
き
る
目
標

を
選
び
、
継
続
的
に
実
行
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す

実
施
時
期
・
方
法
は
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
医
療

課
（
�
６４
・
１
３
３
２
）
▼

健
康
介
護
課
（
�
６４
・
１
３

３
５
）

な
お
、
国
民
健
康
保
険
以

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
と
は
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
と
は
？
 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
と
は
？

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ
 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
と
は
？
 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ
 

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ

社
会
保
険
料
控
除
に

国
民
年
金
保
険
料
は

登録者を追加募集 
一般事務（臨時・アルバイト・パート職員） 

登録者を追加募集 登録者を追加募集 
市役所で働いてみませんか 

競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
登
録
受
け
付
け

市
は
、
平
成
２０
・
２１
年
度

の
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請

の
登
録
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

対
象
業
務
＝
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
、
物
品
、
役
務
な
ど

外
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
（
被
扶
養
者
を
含
む
）
は
、

各
医
療
保
険
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

階
総
務
部
総
務
室
▼
同
所
３

階
建
設
部
計
画
検
査
課
▼
水

道
部
事
務
所
１
階
業
務
課

申
請
書
は
無
料
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

申
請
書
受
付
期
間
＝
平
成

２０
年
１
月
１７
日
�
〜
３１
日
�

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は

除
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜

１１
時
３０
分
、
午
後
１
時
１５
分

〜
４
時

受
付
場
所
＝
市
役
所
３
階

３
０
１
会
議
室
。
な
お
、
郵

送
に
よ
る
申
請
の
受
け
付
け

は
行
い
ま
せ
ん
。
必
ず
、
持

参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
▼
建
設
工

事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
…
計
画
検
査
課

（
�
６４
・
１
３
４
１
）
▼
物

品
、
役
務
な
ど
（
リ
ー
ス
、

事
務
委
託
、
制
作
委
託
、
各

種
修
繕
な
ど
）
…
総
務
室

（
�
６４
・
１
３
２
６
）
▼
水

道
事
業
に
関
す
る
こ
と
…
業

務
課
（
�
６２
・
０
４
１
４
）

平成19年（2007年）12月1日＜ 3  ＞

る
た
め
、
本
市
が
取
り
組
む

べ
き
諸
問
題
や
方
策
に
つ
い

て
検
討
・
協
議
し
、
市
へ
意

見
を
い
た
だ
く
、「
京
田
辺

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話

会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
同
懇
話
会
は
、
学

識
経
験
者
・
各
種
関
係
団
体

の
代
表
・
一
般
公
募
の
市
民

な
ど
、
１５
人
以
内
で
組
織
し

て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
２１

年
３
月
１８
日
ま
で
で
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
す
る
２０
歳
以
上
の

男
女募

集
員
数
＝
１
人

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
簡
単
な
応
募
動
機
と

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
た
私
の
考
え
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
４
０
０
字
程

度
の
作
文
を
郵
送
か
直
接
応

募
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２１
日
�

（
必
着
）

選
考
方
法
＝
次
の
項
目
を

中
心
と
し
て
、
総
合
的
に
評

価
し
ま
す
▼
男
女
共
同
参
画

の
視
点
を
も
っ
て
い
る
▼
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に

関
心
が
高
い
▼
積
極
的
に
市

民
の
声
と
し
て
、
率
直
な
意

見
を
述
べ
て
い
る

応
募
・
問
合
せ
先
＝
市
民

参
画
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
１
４
）

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
以
下「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」）

は
、所
得
税
の
制
度
で
す
が
、

税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
と

住
民
税
の
比
率
が
変
わ
っ
た

影
響
で
、
今
ま
で
控
除
し
て

い
た
所
得
税
額
か
ら
控
除
し

き
れ
な
く
な
る
場
合
が
生
じ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
納
税
者
の
不

利
益
を
解
消
す
る
た
め
に
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
分
を
翌
年
度
の
住
民

税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
す

る
調
整
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

対
象
者
＝
税
源
移
譲
前
か

ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用

を
受
け
て
い
た
人
（
平
成
１１

〜
１８
年
の
入
居
者
）
で
、
次

の
①
か
②
に
該
当
す
る
人

①
税
源
移
譲
で
所
得
税
額

が
減
少
す
る
た
め
、
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
所
得
税
額

よ
り
大
き
く
な
っ
た
人

②
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が

所
得
税
額
よ
り
大
き
く
、
税

源
移
譲
前
で
も
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
が
、
税
源
移
譲
で

控
除
し
き
れ
な
い
額
が
大
き

く
な
っ
た
人

す
る
脅
迫
を
受
け
た
被
害
者

に
係
る
保
護
命
令
▼
電
話
な

ど
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

（
①
面
会
の
要
求
②
行
動
の

監
視
に
関
す
る
事
項
を
告
げ

る
こ
と
な
ど
③
著
し
く
粗

野
・
乱
暴
な
行
動
④
無
言
電

話
、
連
続
し
て
の
電
話
・
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

（
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合

を
除
く
）
⑤
夜
間
（
午
後
１０

時
〜
午
前
６
時
）
の
電
話
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー

ル
（
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
く
）
⑥
汚
物
・
動
物

の
死
体
な
ど
の
著
し
く
不
快

ま
た
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ

せ
る
物
の
送
付
な
ど
⑦
名

誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ

る
こ
と
な
ど
⑧
性
的
羞
恥

心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ

る
こ
と
な
ど
ま
た
は
性
的

羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
・

図
画
の
送
付
な
ど
）
▼
被

害
者
の
親
族
な
ど
へ
の
接

近
禁
止
命
令

【
市
町
村
基
本
計
画
の
策

定
の
努
力
義
務
】

【
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
改
正
】

【
裁
判
所
か
ら
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
保
護
命
令
発
令
の
通
知
】

内
閣
府
は
配
偶
者
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（http://www.gender.go.j
p/e-vaw/index.htm

)

を
開

設
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
府
こ
ど

も
未
来
室
（
�
０
７
５
・

４
１
４
・
４
５
８
２
）
▼

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

（
�
６５
・
３
７
０
９
）

控
除
額
＝
左
図
の
と
お
り

申
告
方
法
＝
平
成
２０
年
１

月
か
ら
３
月
１７
日
�
ま
で
に

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
申
告
書
」
に
源
泉
徴
収

票
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
年

末
調
整
済
み
の
も
の
）
を
添

付
し
て
、
平
成
２０
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町

村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
確
定
申
告
を
行
う

人
は
、
確
定
申
告
書
と
と
も

に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
を
税
務
署

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

適
用
期
間
＝
平
成
２０
〜
２８

年
度
。
な
お
、
こ
の
措
置
を

受
け
る
に
は
、
毎
年
の
申
告

が
必
要
で
す

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
７
）

－ ＝ 

下の①か② 

のいずれか 

少ない金額 

19年分の所得税 

(住宅ローン控除 

適用前)

20年度住民税 

(所得割)から 

控除される額 

図　※年数は平成20年度住民税適用分です。 

－ ＝ 

①19年分所得税の住宅借入金等特別控除額 

②税源移譲前の税率で算出した19年分の所得税額 
(住宅ローン控除適用前)

実技も筆記テストも本格的 

初めてのこども自転車大会 初めてのこども自転車大会 
市
内
小
学
校
５
年
生

４１
人
運
転
技
術
競
う

１１
月
１７
日
、
桃
園
小
学
校

体
育
館
で
「
京
田
辺
市
交
通

安
全
こ
ど
も
自
転
車
競
技
大

会
」
が
初
め
て
開
か
れ
ま
し

た
。児

童
に
自
転
車

の
安
全
走
行
に
関

す
る
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
て
も

ら
お
う
と
「
子
ど

も
を
事
故
か
ら
守

ろ
う
京
田
辺
」
安

心
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
が

計
画
し
、
市
内
の

６
つ
の
小
学
校
か

ら
５
年
生
４１
人
が

参
加
。

交
通
ル
ー
ル
の
筆
記
試
験

や
体
育
館
に
作
ら
れ
た
特
設

コ
ー
ス
で
実
際
に
自
転
車
に

乗
り
、
一
旦
停
止
や
信
号
・

踏
み
切
り
の
渡
り
方
な
ど
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
１１
日
か
ら
改
正

配
偶
者
暴
力
防
止
法

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平

成
２０
年
１
月
１１
日
�
か
ら
変

わ
り
ま
す
。
保
護
命
令
制
度

の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す
る

基
本
計
画
策
定
の
努
力
義
務

な
ど
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴

力
防
止
法
の
一
部
改
正
法

が
、
平
成
１９
年
通
常
国
会
で

成
立
し
、
７
月
１１
日
に
公
布

さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
】

▼
生
命
ま
た
は
身
体
に
対

男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員
を
募
集

市
で
は
、
２１
世
紀
の
新
た

な
時
代
を
一
人
ひ
と
り
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
男
女
が
あ

ら
ゆ
る
場
で
共
に
協
力
し
、

責
任
を
担
う
と
と
も
に
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
そ
の
個
性
を
発

揮
し
、
共
に
輝
い
て
い
け
る

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
取
り
組
む
行
動

計
画
と
し
て
、
平
成
１４
年
３

月
に
「
京
田
辺
市
男
女
共
同

参
画
計
画
（
新
か
が
や
き
プ

ラ
ン
）」
を
策
定
し
各
種
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
を
よ
り
確
実
に
推
進
す

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

調
整
措
置
が
で
き
ま
し
た

技
術
走
行
に
挑
戦
す
る
児
童

水道事業は、水道料金と加入分担金などで経費の
すべてを賄うこととなっています。
本市の水道は自己水と京都府営水道から購入する
府営水とで供給しております。費用の内訳は、府営
水道に払う受水費、施設を更新するために必要とな
る減価償却費、職員の給与費、施設を建設したとき
に借入れた資金の支払利息などがあります。この費
用を総水量で割った1�当たりの
水の製造原価は186円13銭です。
一方、1�当たりの水の販売単価
は148円58銭。結果、差額の37円
55銭が赤字になっています。現在、
基金積立金を取り崩してこの差額
を補てんしているため、経営面か
らは健全であるとは言えません。
この状況を改善し、製造原価と
販売単価との収支の均衡が実現すれば、適正な水道
料金といえます。
次回は平成18年度決算状況をお知らせします。
問合せ先＝業務課（�62-0414）

第3回　適正な水道料金とは 

「わがまちの上水道」 「わがまちの上水道」「わがまちの上水道」  シリーズ シリーズ 

製造原価 
186円13銭 

販売単価 
148円58銭 

差額▲37円55銭 
1�当たり 
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なやみごと相談
12月12日�市役所会議室、26日�
北部住民センター。午後1時30分～4
時。
�人権啓発推進課（�62-4343）

市民無料法律相談
▼12月19日�（12月3日から電話予
約）▼1月7日�（12月21日から電話
予約）。午後1時30分～4時30分。市
民相談室
�人権啓発推進課（�62-4343）

府民無料法律相談
12月17日�午後1時30分～4時30分、
田辺地域総務室。12月14日から電話
予約。
�田辺地域総務室（�62-0173）

南部法律相談センター
毎週木曜日午後1時～5時、CIKビ
ル（近鉄新田辺駅西）。40分5,250円、
予約制。
�京都弁護士会（�075-231-2378）

発達相談
毎週月～金曜日午後1時30分～3時
30分、田辺児童館。
�田辺児童館（�63-1081）

育児相談
毎週月曜日午前9時～正午・午後1
時～4時30分、普賢寺児童館。
�普賢寺児童館（�65-0153）

すくすく子育て相談
▼電話相談＝毎週月～金曜日午前9
時30分～午後4時▼来所相談＝電話
予約
�地域子育て支援センター（�62-
1477）

家庭児童相談室
毎週月～金曜日午前9時～正午・午
後1時～4時。
�こども福祉課（�64-1377）

妊婦・乳幼児相談（赤ちゃんサロン）
12月6日�午前9時～10時30分、保
健センター。
�こども福祉課（�64-1377）

女性の相談室
12月6日�・13日�・20日�午後1
時30分～4時30分、女性交流支援
ルーム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

女性のための法律相談
12月26日�午後1時30分～3時、女
性交流支援ルーム。
�女性交流支援ルーム（�65 -
3727）

教育相談
午後0時30分～4時30分。予約制。
普賢寺小・幼稚園で希望があれば、
最寄りの小学校にお問い合わせくだ
さい。

4日�　三山木小 （�62-1055）
6日�　大 住 小 （�62-0046）

桃 園 小 （�63-6335）
11日�　田 辺 小 （�62-0044）
13日�　田辺東小 （�62-4348）

薪　　小 （�63-2000）
18日�　草 内 小 （�62-0054）
20日� 松井ケ丘小（�62-8888）
電話による相談は教育相談専用電
話（�63-4488）へ。

消費生活相談
弁護士事務所を差出人とする身に
覚えのない請求が送られてくる事例
が増加しています。お気軽に相談し
てください。
毎週月・水・金曜日午後1時30分～
4時、市役所306会議室。
�産業政策課（�64-1319）

一般健康相談（成人対象）
▼12月3日�・10日�・25日�、保
健師による相談▼12月17日�、保健
師・栄養士による相談。いずれも午
前9時～11時、保健センター。予約
制
▼12月3日�午後1時45分～3時30
分、保健センター。保健師・医師に
よる相談。予約制

ふれあい相談室
毎週月～金曜日（祝日を除く）午
前9時～午後4時、社会福祉センター。
まずはお電話を。

心配ごと相談
12月5日�・14日�・25日�午後1
時30分～4時、社会福祉センター。

心配ごと出張相談
▼12月10日�午前10時～正午、府
営住宅田辺団地第2集会所▼20日�午
後1時30分～4時、北部住民センター
高齢者等のための「これからのこ
と」相談
▼12月5日�、東田辺公民館▼27日
�、社会福祉センター
いずれも午前10時～正午。

司法書士法律相談
12月14日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

成年後見制度相談
12月10日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

弁護士無料法律相談
12月25日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

土曜日なんでも相談
12月15日�午前10時～正午、社会
福祉センター。予約制。

多重債務相談
12月27日�午後1時30分～4時、社
会福祉センター。予約制。

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

今月の 

相 談 事 業 日 程 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

健康介護課 
（�64-1335） 

健康推進課 
（�64-1334、�64-1335） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

社会福祉協議会 
（�62-5447） 

秋の叙勲 

受章おめでとうございます 受章おめでとうございます 
田
宮
宏
悦
さ
ん

田
宮
さ
ん
は
、
本
業
の

茶
製
造
販
売
業
で
有
名
で

す
が
、
今
回
は
、
旧
田
辺

町
教
育
委
員
会
委
員
を
２４

年
間
務
め
ら
れ
た
功
績
で

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

「
す
べ
て
は
人
の
お
か
げ

で
す
。
本
業
と
は
違
う
分

野
で
、
分
か
ら
な
い
事
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

指
導
・
協
力
し
て
く
だ
さ

る
方
が
お
ら
れ
た
の
で
務

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
田
宮
さ
ん
。
在
任
中

一
環
し
て
「
親
孝
行
」
を

テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「続

け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
の
周
り
に
は
良
い

先
輩
方
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
今
は
、
私
が
若
者

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
側
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
今

な
お
、
教
育
へ
の
強
い
思

い
を
持
ち
続
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

「
人
間
を
つ
く
る
仕
事
ほ

ど
尊
い
も
の
は
な
い
」
と

い
う
小
学
校
の
先
生
の
言

葉
で
教
師
を
め
ざ
し
た
杉

本
さ
ん
は
、
４１
年
教
師
を

勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

子
育
て
を
し
な
が
ら
教

師
を
続
け
ら
れ
た
の
は
家

族
や
周
り
の
方
の
お
か
げ

と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
の
志
し
た
教
職
を

ま
っ
と
う
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
私
の
で
き
る
事

は
す
べ
て
精
一
杯
や
り
ま

し
た
」
と
話
す
杉
本
さ
ん
。

教
育
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
子
ど
も
が
自
分
の
力
を
発

揮
す
る
の
を
助
け
る
の
が

教
師
で
す
。
子
ど
も
に
自

己
教
育
力
を
つ
け
る
事
が

大
切
。
人
間
関
係
を
調
整

す
る
力
を
持
ち
、
思
い
や

り
の
あ
る
た
く
ま
し
い
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
ま
だ
ま
だ
教
育

に
対
す
る
熱
い
思
い
は
健

在
で
し
た
。

杉
本
喜
久
子
さ
ん

「上司や同僚・地域の方々など、
これまでの人生の中で関わりを持
たせていただいた方に感謝の気持
ちでいっぱいです」と話す松井さ
んは、39年7カ月郵政事業に邁進さ
れました。郵政事業一筋にまっと
うできたのは、上司や先輩・同
僚・家族の協力のおかげとも話し
てくれました。
退職後は、当
時の同僚と毎年
旅行に行くのを
楽しみにしてお
られるそうです。

松井隆さん

下尾E勲さん
38年郵便局に勤
められた下尾7さ
んは、お兄さんが
郵政事業に携わっ
ておられた事がき
っかけで郵便局に
就職され、主に配

送関係の部署で活躍されていまし
た。誤送しないよう、確実に届ける
事に最も気を配られていたそうで
す。
「まじめにこつこつと根気よく続け
ることが大切」と話す下尾7さんは、
現在も郵便局に勤め、後輩の指導に
あたられています。

秋の叙勲の受章者が発表され、市内か
らは4人の方が受章されました。田宮宏
悦さん（普賢寺・71歳）は旭日双光章、
杉本喜久子さん（草内・78歳）と松井隆
さん（大住ケ丘・74歳）は瑞宝双光章、
下尾7勲さん（大住・69歳）は瑞宝単光
章、をそれぞれ受章されました。

手
話
劇
の
練
習
を
す
る
メ
ン
バ
ー

自
ら
進
ん
で
社
会
奉

仕
活
動
に
従
事
し
功
績

の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
「
緑
綬
褒
章
」
を
受

章
さ
れ
た
田
辺
手
話

サ
ー
ク
ル
「
一
休
」
は
、

１
９
７
３
年
に
発
足
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
。
聴
覚
に
障
害
を
持

つ
人
と
共
に
３４
年
間
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

員
は
、
会
社
員
・
福
祉

関
係
者
・
大
学
生
な
ど

５５
人
で
す
。

藤
永
実
会
長
（
５４
）

は
「
小
さ
な
サ
ー
ク
ル

が
、
こ
ん
な
す
ご
い
章

を
も
ら
え
て
驚
い
て
い

ま
す
。
こ
の
章
は
、
他

の
サ
ー
ク
ル
や
山
城
地

域
で
一
緒
に
活
動
す
る

み
ん
な
に
い
た
だ
い
た

と
思
い
ま
す
」
と
喜
び

を
話
し
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
、
南

部
地
域
に
聴
覚
障
害
者

を
支
援
す
る
拠
点
を
作

る
こ
と
。「
で
き
れ
ば

京
田
辺
市
に
作
り
た

い
」
と
目
を
輝
か
せ
て

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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市
制
施
行
日
 

誕
生
市
民
 
太
田
さ
ん
が
作
文
を
発
表
 

【
感
謝
状
】 

【
特
別
表
彰
】 

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

田辺手話サークル「一休」 緑綬褒章を受章 
一緒に活動するみんなにいただきました 

田
辺
手
話 

サ
ー
ク
ル 一

緒
に
活
動
す
る
み
ん
な
に
い
た
だ
き
ま
し
た 

「
一
休
」
緑
綬
褒
章
を
受
章 

市制10周年記念 

まちづくりなどに貢献した人を表彰 まちづくりなどに貢献した人を表彰 まちづくりなどに貢献した人を表彰 
　市は、京田辺市市制10周年記念式典で、まちづくりなどに貢献された 
市民ら72人・13団体に特別表彰を、2人・8団体に感謝状を贈呈しました。 
　表彰状・感謝状を受け取られたみなさんは、次のとおりです（敬称略）。 

１１
月
２１
日
、
市
制
１０
周
年
記
念

式
典
を
田
辺
中
央
体
育
館
で
行
い
ま

し
た
。
式
典
に
は
市
民
や
関
係
者
約

４
５
０
人
が
出
席
。
同
志
社
女
子
大

学
生
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
で
始
ま

り
、
女
性
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
ハ
レ

ル
ヤ
」
が
市
の
歌
を
披
露
。
そ
の
後
、

石
井
市
長
が
式
辞
を
、
上
田
議
長
が

あ
い
さ
つ
し
、
市
制
１０
周
年
記
念
の

特
別
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
制
を
施
行
し
た
平
成

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
市
民
、

太
田
千
裕
さ
ん
が
作
文
を
発
表
。

「
み
ん
な
が
も
っ
と
住
み
や
す
い
街

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す

が
、
田
辺
の
自
然
も
壊
し
て
ほ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
」
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の

思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

作文発表後、市長から花束を受け取る太田さん 作文発表後、市長から花束を受け取る太田さん 

㊤市の歌を披露する「コール・
ハレルヤ」のみなさん
㊦10周年記念の表彰式

㊨
市
の
歌
を
歌
う
出
席
者

㊧
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

弦
楽
四
重
奏
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▽市へのはがき・郵送での申し込みは、 
「〒610-0393　京田辺市田辺80　京田辺市役所　○○○○課」 
　でお送りください。 
▽市ホームページは(http://www.kyotanabe.jp/)です。 
▽市教育委員会ホームページは(http://www.kyotanabe.ed.jp/)です。 
▽問合せ先は�、問合せ先と申込先が同じ時は�と表記しています。 

今月の 
　お知らせ 
今月の 
　お知らせ 

12月は市税徴収強化月間
市税の納め忘れはありません
か。12月は「市税徴収強化月間」
としてご自宅への訪問や電話に
よる催告を集中的に行います。
納期が経過している分をまだ納
めていない人は、至急納付して
ください。
また、一度に納付できない場
合は、納付方法（分割納付など）
のご相談に応じていますので、
未納のまま放置しないで早めに
納付相談にお越しください。

 

国民健康保険税 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

4期 

1期 
2期 

5期 

3期 

（10期） 
（9期） 

（7期） 
（8期） 

6期 

9月 

6月 
7月 

10月 

8月 

（3月） 
（2月） 

（12月） 
（1月） 

11月 

2期 
3期 

1期 

（4期） 

9月 
11月 

7月 

（1月） 

市府民税 

全期 5月 
軽自動車税 

2期 
3期 

1期 

（4期） 

8月 
10月 

5月 

（12月） 

固定資産税 

市税の納期 

（　）は納期限未到来分 

�▼市府民税・固定資産税・
軽自動車税…収納対策室（�
64-1318）▼国民健康保険税…
国保医療課（�64-1332）

固定資産税の納付月
12月は固定資産税第4期分の
納付月です。納期限は12月28日
�です。
固定資産税は、今年の1月1日
現在に土地や建物を所有してい
た人に課される税金です。納期
は、5・8・10・12月の4回分割
になっています。納期限内に納
付されなかった場合は、各納付
月の翌月に督促状を発送しま
す。督促状を発送した際は、本
税とは別に督促手数料200円を
加算し、延滞金を徴収すること
もあります。納期限内に納付で
きない場合は、納付方法（分割
納付など）のご相談に応じてい
ますので、未納のまま放置しな
いで早めに納付相談にお越しく
ださい。
また、口座振替・自動払込を
利用の人は、各税の振替日（納
期限）前日には、預貯金残高の
ご確認をお願いします。
�収納対策室（�64-1318）

コミュニティ助成事業を活用
興戸区は、平成19年度コミュ
ニティ助成事業を活用し、神輿
や大太鼓などを保管する倉庫を
設置しました。
この事業は、	自治総合セン
ターが、地域コミュニティの健
全な発展と宝くじの普及広報を
目的として行っている助成事業
で、みなさんが購入した宝くじ

の収益金が財源となっていま
す。
�市民参画課（�64-1314）

全国物価統計調査（お礼）
11月21日に行いました全国物
価統計調査にご協力いただき、
ありがとうございました。調査
結果は、総務省統計局より平成
20年6月から逐次公表される予
定です。
�企画財政課（�64-1310）

家屋の取り壊し申告
家屋に対する固定資産税は、
毎年1月1日現在の物件と所有者
に課されます。平成19年度に課
税されている家屋で、同年中・
それ以前に取り壊した家屋は、
必ず取り壊しの申告をしてくだ
さい。申告がない場合は、引き
続き課税することになりますの
でご注意ください。
また、平成19年中に新築・増
築した家屋は、市職員が家屋の
評価調査に訪問しますが、すべ
てを把握し訪問させていただく
ことが難しい場合もありますの
で、完成時にご連絡ください。
取り壊しや新築・増築は、12
月28日�までに税務課へ申告・
連絡してください。
�税務課（�64-1316）

償却資産の申告
会社や個人で、工場や商店な
どの事業のために用いることが
できる、構造物・機械・器具・
備品など（土地・家屋以外の事
業に使うことができる資産で、
無形償却資産や自動車税・軽自
動車税の課税対象となるものは
除きます）で、毎年1月1日現在
に所有しているものは、償却資
産の申告の対象となります。
申告の対象になるものをお持
ちの人は、平成20年1月31日�
までに、税務課へ申告してくだ
さい。
�税務課（�64-1316）

予防接種の日程 

日にち 種別 対　　　象 

ＢＣＧ 
12月11日� 
12月25日� 

生後3カ月～6カ月未満 
（3カ月健診と同日実施） 

受付時間＝13：30～14：30　　　 
場所＝保健センター 
問合せ先＝こども福祉課（�64-1377） 

そよかぜ広場
そよかぜ幼稚園では、地域公
開そよかぜ広場（無料開放）を
開いています。
12月2日�午前10時～11時、
そよかぜ幼稚園。対象は0～3歳
児。人形劇を予定しています。
子育ての悩み相談もあります。
気軽にご利用ください。

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室 

新
し
い
本
の
紹
介 

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介 おはなし会

▼12月1日�…こびととくつ
や▼5日�…モチモチの木▼8日
�…さるかに▼15日�…おいし
いおかゆ▼19日�…そらをとん
だこめだわら▼22日�…十二の
月のおくりもの
土曜日は午後3時～3時30分、
水曜日は午後3時30分～4時。

ギャラリー
▼「アトリエ草椰作品展」：
山下和美＝12月4日�～9日�▼
「白馬展」：瀬川桂子＝12月11
日�～16日�▼「たなべ文化歴
史フォーラム21 手づくり凧
展」：奥西次男＝12月18日�～
23日


映画会
今月は「クリスマス映画」の
特集です。
▼12月1日…3人のゴースト▼
8日…天使の贈りもの▼15日…

グレムリン▼22日…サンタク
ロース
いずれも土曜日の午前10時30
分から。

おはなし会
▼12月1日�…おいしいおか
ゆ▼8日�…小さな赤いセー
ター▼15日�…うさぎさんてつ
だってほしいの▼22日�…クリ
スマス会▼26日�…十二支のお
はなし▼1月5日�…おもちのき
もち
土曜日は午前11時～11時30
分、水曜日は午後3時30分～4時。

おはなし会
▼12月5日…Barney's First
Snow（ゆきのひのころわん）、
英語のおはなし会▼12日…クリ
スマスってなあに▼19日…白い
ヒツジとなかまたち
いずれも水曜日の午後3時30
分～4時。

�そよかぜ幼稚園（�63 -
0950）

「障害者週間」記念式典
12月6日�午後1時15分～4時、
井手町自然休養村管理センター
（井手町）。内容は、記念式典・
記念上映会（ホーム・スイート
ホーム）。
�社会福祉協議会（�62 -
2222）

普通救命講習会開きます
消防署は、AED（自動体外式
除細動器）を用いた救急蘇生法
の講習会を行います。一定レベ
ル以上の技術を取得した受講者
には修了証を発行します。
12月14日�午前9時～正午、
消防署。20人。無料。前日まで
に直接または電話で申し込み。
�消防署（�63-1125）

郷土史会古文書を読む会
12月15日�午前9時30分～正
午、社会福祉センター。講師は、
ふるさとミュージアム山城の伊
藤太さんと精華町教育委員会の
中川博勝さん。300円。申込不
要。
�京田辺市郷土史会・岡山

（�63-2244）

クリスマスイルミネーション
市観光協会は、同志社大学Ａ
ＤＡＭ祭実行委員会装飾チーム
と協力して新田辺駅東側にクリ
スマスイルミネーションを飾り
ます。
12月10日�～25日�の午後6
時～10時に点灯。
�観光案内所（�68-2810）

クリスマス会
おもちゃライブラリーは、ク
リスマス会を開きます。
12月16日�午後1時30分～3
時、社会福祉センター。対象は、
幼児から。人形劇やキャンドル
サービスなど。200円（子ども
のみ）。
�おもちゃライブラリー・村

上（�65-0879、午後4時～8時
30分）

ひだまりの会
12月18日�午後1時20分～3
時、洛南寮。対象は、市内の高
齢者。干支の色紙作りをします。
無料。12月12日�までに申し込
み。
�社会福祉協議会（�62-
2222）

ふらっとがシンポジウム

障害者生活支援センターふら
っとは、障害を持っている人の
就労を、当事者、企業、福祉関
係者と共に考えるシンポジウム
を開きます。障害を持つ人の就
労に関心がある人なら、どなた
でも参加できます。
12月19日�午後1時～4時、コ
ミュニティホール。無料。
�障害者生活支援センターふ
らっと（�68-1070、�68-
1071）

親子で楽しむ科学実験教室
けいはんな文化学術協会は、

「けいはんな親子で楽しむ科学
実験教室・飛行機とロケットの
飛ぶしくみ」を行います。
12月23日
けいはんなプラ
ザ・イベントホール（精華町）。
対象は、小学校4年生～中学校3
年生と保護者。先着40組。500
円。住所・氏名・学年・連絡先
を書いて、電子メールかファク
ス、郵送で申し込み。
�けいはんな文化学術協会

（〒619-0237相楽郡精華町光台
1-7けいはんなプラザ・ラボ棟2
階、�・�95-5110、メールア
ドレスkvc@m3.kcn.ne.jp）

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平成19年（2007年）12月1日 ＜ 6  ＞

も
て
な
し
の
心
で
市
の
魅
力
を
伝
え
ま
せ
ん
か 

12月28日 
し め き り  

２
期
生 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド 

養
成 

講
座 

受
講
生
を
募
集

受
講
生
を
募
集 
受
講
生
を
募
集

受
講
生
を
募
集 
受
講
生
を
募
集 

市
観
光
協
会
は
、
京
田
辺

市
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
な

ど
の
知
識
を
深
め
「
も
て
な

し
の
心
」
を
も
っ
て
、
本
市

を
訪
れ
る
観
光
客
を
案
内
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
魅

力
を
伝
え
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
２
期
生
養
成

講
座
を
開
き
ま
す
。

関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
＝
左
表
の
と
お
り
。

全
講
座
出
席
し
た
人
を
修
了

者
と
し
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
協
会
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す

中央公民館 
一 休 寺  
中央公民館 
観音寺ほか 

中央公民館 

中央公民館 
澤井家住宅ほか 

1

日　時 

中央公民館 

中央公民館 

場所 回数 

平成20年2月14日� 
午前9時30分～11時30分 

平成20年2月7日� 
午前9時30分～11時30分 

市 　 内  

平成20年1月17日� 
午前9時30分～11時30分 

平成20年1月24日� 
午前9時30分～11時30分 

市 　 内  

平成20年2月21日� 
午前9時30分～11時30分 

平成20年3月6日� 
午前9時30分～11時30分 

平成20年2月28日� 
午前9時30分～午後2時 

平成20年1月31日� 
午前9時30分～11時30分 

（７）市内の観光資源② 
　　（現地研修あり） 

2

（８）市内の観光資源③ 

（９）現地研修①甘南備山 
　　（登山）ほか 

（10）現地研修② 

（11）閉校式（修了証交付） 

テーマ 
（１）開校式（ガイダンス） 
（２）京田辺市の概要 

（３）京田辺市の文化財 

（４）市内各地域の特色 

（５）一休寺について 
　　（現地研修あり） 
（６）市内の観光資源① 
　　（現地研修あり） 

5

4

中央公民館 

3

6

7

平成20年3月13日� 
午前9時30分～11時30分 9

8

図　講座の内容など 

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
で
、
本
市
の
観
光
振
興
や

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
人

募
集
人
数
＝
２０
人
（
多
数

の
場
合
は
、
修
了
後
ガ
イ
ド

活
動
可
能
な
人
を
優
先
し
ま

す
）応

募
方
法
＝
市
観
光
協
会

事
務
局
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
、
必
要
事
項
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
２８
日
�

午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
観

京田辺茶担い
手育成塾では、
今年製造のお茶
を持ち寄り、求
評会を行いまし
た。茶種に玉露
を用い、茶官能
検査（外観・香
気・水色・滋味）
を生産者、技術
員、関係機関担
当者などが評価
します。
求評会は、客
観的な評価をす
ることで、自茶の優位・劣位点などに気付き、品質向
上を図る参考材料にし、次期の栽培指針につなげ、良
質の田辺玉露の製造を目的としています。個人で栽培
管理や製造を行っているので、いろいろな品質のお茶
が揃い、塾生は茶葉の感触や味を慎重に確かめていま
した。
最後に、農業普及指導員から個々の評価を受け、塾
生からは「現在の自分の茶のレベルを知り、今後も頑
張ろうという自己啓発にもなった」という声が聞かれ
ました。
問合せ先＝農政課（�64-1362）

茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 茶 
さ 

苦 
く 

楽 
ら 

れぽ～と 

京田辺玉露 

～京田辺玉露を守るため・ 
　未来の京田辺玉露の名匠を育てるため～⑯ 

光
協
会
事
務
局
（
産
業
政
策

課
内
、
�
６４
・
１
３
１
９
）

市
観
光
協
会
は
、
観
光
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
「
京
た
な
べ
観

光
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
０
８
」

を
制
作
し
ま
し
た
（
＝
写

真
）。市内

の
名
所
・
ま
つ
り
な

ど
の
写
真
、
月
間
の
観
光
行

事
予
定
を
掲
載
し
、
祝
祭
日

名
・
六
曜
・
二
十
四
節
気
な

ど
も
表
記
さ
れ
、
実
用
性
に

優
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

価
格
＝
１
部
５
０
０
円

販
売
所
＝
▼
市
観
光
協
会

事
務
局
（
産
業
政
策
課
内
）

▼
観
光
案
内
所
（
市
商
工
会

館
（
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
）
内
１
階

奥
、
〒
６
１
０
・
０
３
３
４

京
田
辺
市
田
辺
中
央
４
丁
目

３
・
３
、�
６８
・
２
８
１
０
、

平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

く
わ
し
く
は
、
市
観
光
協

会
事
務
局（
産
業
政
策
課
内
、

�
６４
・
１
３
１
９
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
際
交
流
を

支
援
し
ま
す

市
は
、
市
民
の
国
際
交
流

を
支
援
す
る
た
め
「
国
際
交

流
体
験
補
助
金
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
】

市
内
在
住
で
、
次
の
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
場
合

①
外
国
人
留
学
生
な
ど
が

自
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る

場
合(

Ａ
タ
イ
プ)

②
自
費
で
海
外
研
修
や
留

学
す
る
場
合(

Ｂ
タ
イ
プ)

【
補
助
額
】

１
泊
に
つ
き
２
千
円
。
た

だ
し
、
５
泊
１
万
円
が
限
度

な
お
、
Ａ
タ
イ
プ
は
、
受

け
入
れ
人
数
が
２
人
以
上
で

も
１
人
分
の
み
が
対
象
で

す
。
Ｂ
タ
イ
プ
は
、
企
業
か

ら
の
派
遣
や
観
光
旅
行
お
よ

び
外
国
人
と
の
交
流
を
伴
わ

な
い
期
間
、
研
修
を
除
き
ま

す
。

観光客を案内する観光ボランティアガイドの1期生

京
た
な
べ
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
完
成 

2 0 0 8年  
1部500円 

観
光
行
事
予
定
な
ど
も
掲
載 

平成19年12月11日�から12月31日�まで 

★子どもと高齢者の交通事故防止 
★飲酒運転の根絶 
★自転車の安全利用の推進 

田辺警察署交通課（�63-0110） 

年末の交通事故防止府民運動年末の交通事故防止府民運動 年末の交通事故防止府民運動 

運動重点 

飲酒運転は絶対にしない・させない！ 飲酒運転は絶対にしない・させない！ 
飲酒運転は犯罪です。「少しくらいなら」飲酒運転は犯罪です。「少しくらいなら」 
という甘さが取り返しのつかない事態にという甘さが取り返しのつかない事態に 
つながります。つながります。 

飲酒運転は犯罪です。「少しくらいなら」 
という甘さが取り返しのつかない事態に 
つながります。 

【
申
請
方
法
】

市
民
参
画
課
に
備
え
付

け
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
必
ず
資
料(

学
校
な
ど

か
ら
の
証
明
書
や
日
程
表
な

ど)

を
添
え
、
交
流
体
験
開

始
日
の
２
週
間
以
上
前
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
注
意
点
】

▼
交
流
体
験
終
了
後
の
申

請
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
▼
１
年
度
内(

４
月
１
日

〜
翌
年
３
月
３１
日)

の
申
請

回
数
は
、
１
家
族(

Ａ
タ
イ

プ)

、
ま
た
は
１
人(

Ｂ
タ
イ

プ)

に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
１

回
で
す

▼
体
験
終
了
後
、
報
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

市
民
参
画
課
（
�
６４
・
１

３
１
４
）
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問合せ先＝環境衛生センター甘南備園（�62-4328） 

年末年始の「ごみ」収集年末年始の「ごみ」収集 年末年始の「ごみ」収集 
　環境衛生センター甘南備園は、年末年始の「ごみ」の収集を次の 
とおり行います。ご協力ください。 

◎「トレイ」と「紙パック」は12月29日�～1月6日�は、 
　拠点回収箱に出さないでください。 
◎粗大ごみの申し込みは、年内に済ませてください。 
◎1月4日は、通常業務を行います（ごみカレンダー参照）。 

◎12月30日の持ち込み時間は、午後3時までとなりますのでご注意ください。 
◎1月4日は、家庭の『燃やすごみ』のみ受け付けします。 

12月31日�～1月3日� 

1月5日�・6日� 
1月4日� 

12月30日� 

12月28日�まで 
12月29日� 

1月7日�から 通　常　業　務 

通　常　業　務 

月・木地域の燃やすごみを収集 
（甘南備園への持ち込み可能） 

収集なし（甘南備園への持ち込み可能） 

休　　　　　業 
火・金地域のごみを収集 
休　　　　　業 

●収集業務 

●持ち込みごみの受付時間 

12月30日� 
1月4日� 

午前9時～11時30分、午後1時～3時 
午前9時～11時30分、午後1時～4時 

12月29日� 午前9時～11時30分、午後1時～4時 
 

同
志
社
大
学
地
域
Ｇ
Ｐ
推

進
室
は
、
「
ク
リ
ス
マ
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ｉｎ
同
志

社
」
を
開
き
ま
す
。

直
径
４
�
の
竹
ド
ー
ム
型

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
ク
リ

ス
マ
ス
の
食
を
楽
し
む
コ
ー

ナ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
同
志
社
京
田
辺
ク

リ
ス
マ
ス
燭
火
讃
美
礼
拝
を

午
後
４
時
３０
分
か
ら
、
同
志

社
女
子
大
学
の
新
島
記
念
講

堂
で
行
い
ま
す
。

ご
来
場
の
人
に
は
、
す
て

き
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ス
マ

ス
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
８
日
�
午
前

１１
時
〜
午
後
４
時

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
校
地
・
ロ
ー
ム
記
念
館

ク
 リ
 ス
 マ
 ス
 ワ
 ー
 ク
 シ
 ョ
 ッ
 プ
 　
 同
 志
 社
 

in 

12月8日 
京田辺校地 

竹
 ド
 ー
 ム
 の
 ツ
 リ
 ー
 登
 場
 

竹
 ド
 ー
 ム
 の
 ツ
 リ
 ー
 登
 場
 

燭
火
賛
美
礼
拝
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も 

教
育
委
員
会
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

や
競
技
力
向
上
を
図
る
た
め

に
、
そ
の
１
年
間
で
行
わ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
り
、
そ
の
振
興
に

寄
与
し
た
人
や
団
体
に
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
推
薦
を
受
け
付
け
し
ま

す
。【対

象
】

平
成
１９
年
１
月
１
日
〜
同

年
１２
月
３１
日
ま
で
に
行
わ
れ

た
ス
ポ
ー
ツ

【
区
分
】

▼
特
別
栄
誉
賞
…
ス
ポ
ー

ツ
に
関
し
特
別
に
顕
著
な
成

果
や
功
績
の
あ
っ
た
も
の

▼
功
労
賞
…
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
①
優
秀

な
選
手
の
育
成
指
導
に
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
も
の
②
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
組
織

や
団
体
な
ど
で
多
年
に
わ
た

り
そ
の
普
及
・
振
興
・
発
展

に
功
績
を
収
め
た
も
の
③
競

技
会
の
審
判
・
運
営
・
記
録

の
収
集
・
情
報
提
供
な
ど
特

定
の
分
野
で
多
年
に
わ
た
り

貢
献
し
た
も
の
④
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
係
る
学
術

研
究
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

も
の
⑤
そ
の
他
、
特
に
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
に
功
績
の
あ
っ
た
も
の

▼
優
秀
賞
…
京
都
府
大
会

以
上
の
競
技
会
で
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
高
校
生
以
上

▼
ジ
ュ
ニ
ア
賞
…
京
都
府

大
会
以
上
の
競
技
会
で
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
小
・
中

学
生▼

特
別
賞
…
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
①
京
都

府
大
会
以
上
の
競
技
会
で
、

市
内
も
し
く
は
市
外
の
団
体

か
ら
出
場
し
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
も
の
②
国
民
体
育

大
会
な
ど
の
競
技
会
に
出
場

し
た
も
の

【
推
薦
方
法
】

揚
を
図
る
法
務
省
主
催
の
運

動
で
す
。

ま
た
、
１２
月
４
日
か
ら
１０

日
の
「
人
権
デ
ー
」
ま
で
の

１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
人
権
尊
重

の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

ス
 ポ
 ー
 ツ
 賞
 の
 表
 彰
 を
 し
 ま
 す
 

推
 薦
 を
 受
 け
 付
 け
 

推
 薦
 を
 受
 け
 付
 け
 

社
会
体
育
課
に
備
え
付
け

の
推
薦
調
書
に
関
係
書
類
を

添
え
て
、
１２
月
２８
日
�
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

社
会
体
育
課
（
�
６４
・
１

３
９
４
）

【
廃
油
で
作
る
ク
リ
ス
マ

ス
キ
ャ
ン
ド
ル
】

時
間
＝
午
前
１１
時
か
ら
、

午
後
１
時
か
ら
、
午
後
２
時

３０
分
か
ら

参
加
料
＝
１
０
０
円

定
員
＝
毎
回
１０
人
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物
＝
小
瓶
１
つ

【
竹
ひ
ご
で
作
る
宝
箱
＆

木
の
パ
ズ
ル
】

時
間
＝
午
前
１１
時
か
ら
、

午
後
１
時
か
ら
、
午
後
２
時

３０
分
か
ら

参
加
料
＝
３
０
０
円

定
員
＝
毎
回
１０
人
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
バ
ー
ニ
ン
グ
ア
ー
ト
で

作
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
】

時
間
＝
午
前
１１
時
〜
午
後

３
時
３０
分
（
制
作
時
間
は
約

２０
分
）

参
加
料
＝
３
０
０
円

定
員
＝
先
着
１
０
０
人
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

【
木
の
棒
で
作
る
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
】

時
間
＝
午
後
１
時
〜
３
時

３０
分
ま
で

参
加
料
＝
無
料

定
員
＝
先
着
１
０
０
人
。

幼
児
は
保
護
者
同
伴

【
新
聞
紙
で
作
る
ク
リ
ス

マ
ス
ブ
ロ
ー
チ
】

時
間
＝
午
前
１１
時
か
ら
、

午
後
１
時
か
ら
、
午
後
２
時

３０
分
か
ら

参
加
料
＝
１
０
０
円

定
員
＝
毎
回
１０
人
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
ち
物
＝
新
聞
紙
の
カ

ラ
ー
ペ
ー
ジ
数
枚

【
問
合
せ
先
】

同
志
社
大
学
地
域
Ｇ
Ｐ
推

進
室
（
�
６５
・
７
０
０
３
）

日
ご
ろ
女
性
交
流
支
援

ル
ー
ム
を
利
用
さ
れ
て
い
る

９
団
体
の
交
流
会
が
１１
月
１９

日
に
あ
り
、
私
も
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
球
環
境
に

つ
い
て
考
え
、
日
常
生
活
の

中
で
で
き
る
実
践
例
や
地
域

の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る

事
な
ど
、
各
団
体
で
行
わ
れ

て
い
る
活
動
内
容
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の

施
設
や
生
活
環
境
に
つ
い
て

の
改
善
点
な
ど
、
み
な
さ
ん

が
日
ご
ろ
感
じ
て
お
ら
れ
る

思
い
や
貴
重
な
ご
意
見
も
お

聞
き
し
、
市
の
施
策
を
進
め

て
い
く
上
で
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

市
民
の
声
を
市
政
に
生
か

す
た
め
、
私
自
身
が
直
接
市

民
の
方
の
声
を
お
聞
き
す
る

こ
の
よ
う
な
機
会
を
、
今
後

も
１
回
で
も
多
く
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
」
の

コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し
た
。

現
地
・
現
場
リ
ポ
ー
ト
な
ど

を
掲
載
し
て
、
私
の
最
近
の

活
動
や
出
来
事
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
市
政
情
報

を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
す
。

市民の声を生かす市政へ 

対話の機会重要 対話の機会重要 

交流会で貴重な意見 交流会で貴重な意見 交流会で貴重な意見 
市民の声を生かす市政へ 

教
育
委
員
会
は
１０
月
２５

日
、
堀
切
古
墳
群
の
１１
号
墳

発
掘
調
査
で
、
７
世
紀
初
め

の
円
墳
か
ら
横
穴
式
石
室
の

棺
を
納
め
る
玄
室
と
外
部
を

つ
な
ぐ
羨
道
と
呼
ば
れ
る
部

分
の
石
組
み
な
ど
が
出
土
し

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

山
石
な
ど
で
組
み
合
わ
さ
れ

た
羨
道
が
、
長
さ
約
３
・
５

ｍ
以
上
、
幅
０
・
８
ｍ
に
わ

た
り
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
羨
道
部
の
両
壁
の
石
積

み
が
残
っ
て
い
た
こ
と
か
ら

石
室
構
築
の
技
法
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
古
墳
群
の
石
室

構
造
を
知
る
貴
重
な
手
が
か

り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

周
辺
か
ら
矢
を
入
れ
て
携
行

す
る
容
器
「
胡
ろ
く
」
の
飾

り
具
と
み
ら
れ
る
金
属
片
も

出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
男
性

の
武
人
的
な
首
長
が
埋
葬
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

発見された堀切11号墳の羨道

人
権
の
花
「
水
仙
」

草
内
・
田
辺
小
へ

「
人
権
擁
護
委
員
の
岡
山

稔
さ
ん
と
上
村
清
彦
さ
ん

は
、
人
権
の
花
「
水
仙
」
を

栽
培
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
命
の
大
切
さ
や
人
を

思
い
や
る
心
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
る
心
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
水
仙
の
球

根
約
２
９
０
球
・
植
木
鉢
・

土
・
画
用
紙
な
ど
を
１０
月
２２

日
に
草
内
小
学
校
へ
、
２４
日

に
は
田
辺
小
学
校
へ
贈
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
元

気
に
「
み
ん
な
で
大
切
に
育

て
ま
す
」
と
言
っ
て
受
け
取

り
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、

水
仙
の
花
の
栽
培
か
ら
鑑
賞

を
通
じ
て
、
人
権
意
識
の
高

優
良
団
体
表
彰
を
受
賞

市
体
育
指
導
委
員
会
は
、

１１
月
８
日
に
新
潟
市
で
開
か

れ
た
全
国
体
育
指
導
委
員
研

究
大
会
で
、
優
良
団
体
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、長
年
に
わ
た
り
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
全

国
の
模
範
的
な
団
体
と
し
て

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
４
）

人権擁護委員の岡山さんから水仙の
球根を受け取る田辺小の児童たち

石室の羨道を発見 石室の羨道を発見 石室の羨道を発見 石室の羨道を発見 石室の羨道を発見 石室の羨道を発見 
武人的な首長の墓と推定 

堀　切 
古墳群 
堀　切 
古墳群 
堀　切 
古墳群 

せんどう 


